
半
年
位
前
に
鳴
門
市

の
日
本
一
高
い
入
館
料

の
大
塚
美
術
館
に
行
き

ま
し
た
。
そ
の
美
術
館

は
中
学
、
高
校
の
教
科

書
に
載
っ
て
い
た
、
西

洋
の
有
名
な
画
家
達
（
相
当
数
）

の
模
写
絵
が
、
本
物
と
同
じ
サ
イ

ズ
で
展
示
し
て
あ
り
、
初
め
は
偽

物
見
て
も
な
あ
‥
‥
と
云
う
感
じ

で
し
た
が
、
時
間
が
経
つ
に
つ
れ
、

偽
物
も
千
点
余
り
も
あ
る
と
素
晴

ら
し
い
。
こ
の
絵
も
過
去
の
芸
術

家
（
当
人
）
達
が
み
た
ら
驚
く
こ

と
で
し
ょ
う
。
私
た
ち
も
外
国
の

美
術
館
に
い
か
な
く
て
も
、
そ
の

絵
の
雰
囲
気
が
分
か
る
様
な
気
に

な
り
ま
す
。
そ
の
日
は
全
部
観
る

こ
と
が
で
き
ず
帰
り
ま
し
た
が
、

満
足
感
は
十
分
で
し
た
▼
し
か
し
、

先
日
、
名
古
屋
城
の
建
築
途
中
の

本
丸
御
殿
を
見
学
し
ま
し
た
。
屋

根
は
柿
葺
き
、
屋
内
は
総
ヒ
ノ
キ

こ
け
ら
ぶ
き

つ
く
り
、
襖
絵
は
金
ぴ
か
で
、
豪

華
絢
爛
と
は
こ
の
こ
と
を
指
す
の

か
な
。
一
周
す
る
途
中
か
ら
腹
だ

た
し
く
、
イ
ラ
イ
ラ
し
て
き
ま
し

た
。
寄
付
箱
も
置
い
て
は
あ
り
ま

し
た
が
、
ど
れ
だ
け
税
金
を
使
う

ん
で
す
か
ね
？
こ
ん
な
の
市
民
は

嬉
し
い
ん
で
す
か
ね
？
あ
の
美
術

館
は
大
塚
さ
ん
の
財
産
を
使
い
ま

し
た
が
、
名
古
屋
も
税
金
を
使
わ

な
く
て
も
建
設
出
来
る
様
、
誰
か

奇
特
な
人
を
見
つ
け
て
欲
し
い
で

す
ね
。

（
澤
井

順
子

記
）

新しい仲間を紹介します

仲間づくり

(12月21日現在)

２１９名

女
性
部
の
望
年
会
は
12
月
５
日

（
月
）
に
椿
会
館
で
あ
り
ま
し
た
。

参
加
者
42
人
。
開
会
は
少
し
遅
れ

て

11
時

40
分
頃
か
ら
始
ま
り
、

続
い
て
芝
博
一
参
議
院
議
員
の
奥

様
に
、
野
党
共
闘
で
当
選
で
き
た

こ
と
へ
の
感
謝
と
挨
拶
を
頂
き
ま

し
た
。
そ
の
後
中
川
一
春
副
支
部

長
の
挨
拶
で
は
、
組
合
員
募
集
な

ど
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。

お
茶
で
乾
杯
し
、
食
事
を
し
な

が
ら
面
白
い
踊
り
が
あ
り
、
カ
ラ

オ
ケ
５
人
限
定
と
言
う
こ
と
な
の

で
、
い
ち
早
く
申
込
み
を
し
て
私

の
18
番
、
坂
本
冬
美
の
「
あ
ば
れ

太
鼓
」
を
歌
い
ま
し
た
。
我
な
が

ら
う
ま
く
歌
え
た
と
思
い
ま
す
。

時
間
が
あ
っ
た
の
で
８
人
位
歌

い
、
踊
り
も
あ
り
ま
し
た
。
途
中
、

樋
口
み
え
子
さ
ん
の
「
も
し
も
し

亀
よ
」
の
脳
ト
レ
の
歌
が
あ
り
、

体
の
健
康
に
つ
い
て
よ
く
考
え
て

あ
る
歌
で
し
た
。

飯
場
さ
ん
持
ち
込
み
の
自
作
野

菜
を
、
５
人
に
当
た
る
ジ
ャ
ン
ケ

ン
大
会
も
あ
り
、
本
当
に
楽
し
く

笑
い
に
満
ち
た
１
日
で
し
た
。

毎
年
こ
う
い
う
事
を
し
て
い
る

の
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。
役
員
の

皆
様
ご
苦
労
様
で
し
た
。

（１） 第２３８号 き ら ら ２０１６．１２．２１

石田はる代さん （桜島町）

鎌田恵美子さん （若松北）

生川ヌイ子さん （旭が丘）

米倉 艶子さん （国分町）

山中 幹雄さん （三日市）

波の音

全日本年金者組合

三重県鈴鹿支部

第２３８号

２０１６．１２．２１

事務局
〒513-1124
鈴鹿市自由ヶ丘

1－16－30
http://suzuka-nen
kinsya.jimdo.com/

編集責任者
勝谷鐵幸

鈴鹿市岸岡町1641-20
tel 059ｰ387-0383
fax 020-4663-3958
e-mail teka73@
mecha.ne.jp

桑原 篤
tel 059ｰ374-2894

笑
い
に
満
ち
た
１
日

女
性
部
望
年
会

辻

喜
久
恵

目
標
の
20
人
達
成

仲
間
づ
く
り
特
別
月
間

９
月
か
ら
仲
間
づ
く
り
月
間
に

取
り
組
ん
で
来
ま
し
た
。
12
月
17

日
現
在
で
20
人
の
方
が
新
し
く
仲

間
に
入
ら
れ
ま
し
た
。
目
標
の
20

名
達
成
で
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力

に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

組
合
員
数
は
２
１
９
人
に
な
り

ま
し
た
。
支
部
目
標
の
２
５
０
人

を
目
指
し
て
い
き
た
く
思
い
ま
す
。

今
後
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

今
回
は
多
く
の
男
性
の
方
も
入

ら
れ
ま
し
た
。
し
か
も
60
代
の
方

が
多
く
い
ま
す
。
ま
だ
仕
事
も
し

て
い
る
方
も
い
ま
す
。
わ
れ
わ
れ

が
年
金
者
組
合
の
活
動
を
生
き
生

き
と
、
そ
し
て
誠
意
を
持
っ
て
語

れ
ば
そ
れ
に
応
え
て
く
れ
る
人
は

た
く
さ
ん
い
ま
す
。
新
し
く
入
っ

ら
れ
た
方
に
は
、
年
金
者
組
合
の

行
事
に
お
お
い
に
誘
っ
て
、
参
加

い
た
だ
き
、
と
も
に
繋
が
り
を
深

め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
感
謝
し
ま

す
。
し
か
し
、
課
題
は
、
ま
だ
ま

だ
動
い
て
い
る
人
が
少
な
い
こ
と

で
す
。
今
後
も
回
り
の
人
と
の
繋

が
り
を
頼
っ
て
、
仲
間
づ
く
り
の

輪
を
さ
ら
に
広
げ
て
い
き
ま
し
ょ

う
。よ

い
新
年
を
お
迎
え
下
さ
い
。

推
進
委
員
長

桑
原

篤

望
年
会

写
真
提
供

中
川

信
子



（２）第２３８号 き ら ら ２０１６．１２．２１

12
月
13
日
（
火
）
に
鈴
鹿
市
議

会
の
地
域
福
祉
委
員
会
が
開
か
れ

ま
し
た
。
年
金
者
組
合
か
ら
提
出

し
、
２
回
継
続
審
議
に
な
っ
て
い

た
「
公
的
年
金
の
支
給
額
の
減
額

を
止
め
る
こ
と
と
、
毎
月
支
給
を

求
め
る
意
見
書
採
択
に
関
す
る
請

願
書
」
に
つ
い
て
最
終
検
討
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
残
念
で
す
が
不
採

択
と
な
り
ま
し
た
。
共
産
党
の
森

川
市
議
以
外
の
６
人
の
議
員
が
反

対
し
ま
し
た
。

こ
の
請
願
は
、
年
金
生
活
を
送

る
高
齢
者
に
と
っ
て
切
実
な
問
題

で
す
。
憲
法
25
条
で
保
障
さ
れ
た

最
低
限
度
の
く
ら
し
を
支
え
る
課

題
で
す
。
日
本
で
の
く
ら
し
は
、

一
ヶ
月
サ
イ
ク
ル
の
生
活
に
な
っ

て
い
ま
す
。
給
料
も
生
活
保
護
も

毎
月
支
給
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ど

う
す
れ
ば
、
わ
ず
か
な
年
金
で
暮

ら
す
高
齢
者
が
よ
り
安
心
し
て
生

活
出
来
る
か
と
い
う
観
点
か
ら
考

え
れ
ば
当
然
の
問
題
で
す
。
委
員

会
で
の
議
論
で
は
森
川
市
議
以
外

の
議
員
さ
ん
に
は
そ
の
観
点
が
抜

け
落
ち
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
し

た
。ま

た
、
高
齢
者
に
と
っ
て
命
綱

で
あ
る
年
金
が
減
り
続
け
て
い
ま

も
い
な
い
の
に
、
合
致
し
て
い
な

い
と
い
う
の
で
す
。
そ
ん
な
理
由

で
否
決
と
は
た
い
へ
ん
残
念
で
す
。

今
後
も
粘
り
強
く
こ
の
運
動
を

進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
い

ま
し
た
。

12月議会地域福祉委員会の審議
写真提供 勝谷 鐵幸

す
。
こ
こ
10
年
で
約
３
％
減
り
ま

し
た
。
先
の
臨
時
国
会
で
、
「
年

金
カ
ッ
ト
法
」
が
、
こ
れ
以
上
の

年
金
減
額
は
止
め
て
欲
し
い
と
い

う
、
受
給
者
の
切
実
な
声
を
無
視

し
て
、
強
行
採
決
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
審
議
最
中
に
、
市
議
会
も
請

願
を
否
決
し
ま
し
た
。

主
な
反
対
意
見
は
、
９
月
議
会

に
出
し
た
請
願
文
の
一
部
分
が
そ

の
後
の
情
勢
の
変
化
に
ー
年
金
の

受
給
資
格
が
来
年
の
10
月
か
ら
、

25
年
が
10
年
に
短
縮
、
そ
の
こ
と

は
私
た
ち
も
強
く
求
め
て
い
た
改

善
で
よ
い
の
で
す
が
ー
無
年
金
者

の
数
字
が
、
ま
だ
、
実
施
さ
れ
て

年
金
毎
月
支
給
の
請
願
不
採
択
に

市
議
会
「地
域
福
祉
委
員
会
」

桑
原

篤

も
う
年
金
は
減
ら
さ
な
い
で

年
金
支
給
日
一
斉
宣
伝

12
月
支
給
日
の
翌
日
、
16
日
に
、

年
金
問
題
の
訴
え
を
、
11
時
30
分

か
ら
12
時
10
分
ま
で
、
ハ
ン
タ
ー

前
で
、
10
人
が
参
加
し
て
、
行
い

ま
し
た
。

「
年
金
カ
ッ
ト
法
」
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ

年
金
減
額
の
中
止
、
最
低
保
障

年
金
制
度
の
実
現
、
違
憲
裁
判
の

勝
利
を
訴
え
る
チ
ラ
シ
を
配
り
、

署
名
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
寒
風

が
強
く
吹
く
中
、
「
も
う
、
年
金

は
減
ら
さ
な
い
で
ほ
し
い
。
」

「
昨
日
久
し
振
り
に
確
か
め
た
ら

減
っ
て
い
た
。
」
と
い
う
声
と
署

名
が
38
筆
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

次
回
は
２
月
支
給
日
の
前
後
で

す
。
一
度
参
加
し
て
、
市
民
の
皆

さ
ん
と
会
話
さ
れ
て
は
如
何
で
し
ょ

う
か
。

勝
谷

鐵
幸

ありがとうございました
2016三大会派遣募金

青山春子

足立定雄

生田静子

伊藤 守

伊藤一代

糸柳章司

糸柳昿子

稲垣昭子

内山昌彦

遠藤一男

太田和美

大野清

大野尚美

岡島正代

緒方きみ子

岡田春子

緒方義範

岡本美千子

勝谷鐵幸

加藤次郎

加藤正美

川喜田さだ子

川北秀洋

川原政子

川村忠

川村米子

国見川なみ子

桑原 篤

小林光宣

小林美代子

小柳八洲子

近藤芳江

榊原具恵

佐藤晴衣

澤井順子

沢井敏美

沢井春男

白木八十一

杉野禮子

鈴木日出男

武田節子

田中喜三子

田中美代子

辻井豊子

辻井良和

豊田キヨ子

豊留和子

豊留正利

中井貴子

長岡美千代

中尾しず子

中尾宗治

中川一春

中川タキ子

中川伸子

中川信子

中川美代子

中川隆仁

中村文男

贄真理子

服部つま

服部晴江

服部義明

林 和代

林 順

原 信子

深谷孝夫

本堂たき子

前田和子

松下加代子

松田二郎

松田房子

松村美津代

道脇春子

三林保子

宮﨑倉義

宮﨑ヨシ子

宮下久美子

向井正美

森田一善

安田國枝

矢田照昭

藪内浩子

山際節子

山中加代子

山野孝治

横山洋子

利藤一子

渡辺トミ

以上８９名

110,600 円

(12/21現在)

一
斉
宣
伝

署
名
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

写
真
提
供

勝
谷

鐵
幸

（敬称 略）
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12
時
30
分
頃
か
ら
、
参
加
者
が

集
ま
り
始
め
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
が

始
ま
る
頃
に
は
、
ほ
ぼ
満
席
に
な

り
ま
し
た
。
北
川
さ
ん
の
バ
イ
オ

リ
ン
生
演
奏
に
、
皆
さ
ん
う
っ
と

り
と
聞
い
て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
た
ん
ぽ
ぽ
の
施
設
長

横
山
さ
ん
の
「
鈴
鹿
市
の
介
護
保

険
の
改
定
、
介
護
申
請
の
説
明
」

が
分
か
り
や
す
く
あ
り
ま
し
た
。

メ
イ
ン
の
本
田
宏
さ
ん
の
「
介

護
崩
壊
の
深
層
を
さ
ぐ
る
～
明
治

維
新
か
ら
の
ル
ー
ツ
に
迫
る
～
」

と
題
す
る
講
演
が
始
ま
り
ま
し
た
。

椅
子
が
足
り
ず
事
務
所
に
頼
み
椅

子
を
出
し
て
貰
い
ま
し
た
。
参
加

者
は
１
４
０
名
に
上
り
ま
し
た
。

ユ
ー
モ
ラ
ス
を
交
え
て
、
低
福

祉
・
高
負
担
の
日
本
の
社
会
保
障

の
現
実
か
ら
話
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
明
治
維
新
は
、
ア
ヘ
ン
マ

ネ
ー
に
支
え
ら
れ
た
、
薩
長
下
級

武
士
に
よ
る
ク
ー
デ
タ
ー
で
、
戦

前
は
、
藩
閥
と
絶
対
的
中
央
集
権
・

軍
閥
国
家
を
生
み
、
戦
後
は
、
学

閥
・
官
僚
中
央
集
権
国
家
と
、
社

会
貢
献
意
識
の
乏
し
い
大
企
業
中

心
の
経
済
界
に
よ
る
米
国
隷
従
と

ク
レ
プ
ト
ク
ラ
シ
ー
（
収
奪
・
盗

11
月

26
日
朝

10
時
に
実
行
委

員
は
集
合
し
て
、
準
備
を
し
ま
し

た
。
資
料
の
折
り
込
み
、
糸
柳
さ

ん
制
作
の
垂
れ
紙
、
向
井
さ
ん
所

有
の
Ｐ
Ａ
装
置
の
設
置
な
ど
を
、

新
婦
人
、
年
金
者
組
合
、
た
ん
ぽ

ぽ
フ
レ
ン
ド
ク
ラ
ブ
、
た
ん
ぽ
ぽ

の
職
員
の
皆
さ
ん
が
手
際
よ
く
行

い
ま
し
た
。

賊
政
治
）
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

れ
を
打
ち
破
る
に
は
、
全
体
像
を

見
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー

ド
（
国
際
標
準
）
と
比
べ
、
歴
史

的
に
検
証
し
、
得
を
し
て
い
る
の

は
誰
か
を
考
え
て
、
国
民
が
選
挙

権
を
行
使
し
て
、
政
治
を
変
え
る

こ
と
し
か
あ
り
ま
せ
ん
と
、
結
び

ま
し
た
。

78
歳
と
87
歳
の
女
性
は
、
「
分

か
り
や
す
く
面
白
か
っ
た
。
」
ま

た
、
夕
方
電
話
で
「
ス
ラ
イ
ド
を

使
っ
た
説
明
が
分
か
り
や
す
か
っ

た
。
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

応
援
広
告
を
は
じ
め
多
く
の
方

の
ご
協
力
で
成
功
す
る
こ
と
が
出

来
、
感
謝
申
し
上
げ
る
と
共
に
、

ホ
ッ
ト
し
て
い
ま
す
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（

中
川

一
春

記
）

ありがとうございました
2016年金違憲裁判支援募金

青山春子
足立定雄
飯場 瞳
和泉勝三
伊藤 守
伊藤一代
伊藤タケ
伊藤千津子
糸柳章司
糸柳昿子
稲垣照子
岩崎きぬ子
岩崎照子
梅田登志子
梅田全美
榎本悦子
遠藤一男
太田和美
大野 清
大野尚美
岡島正代
緒方きみ子
岡田春子
奥山正子
勝谷鐵幸
加藤次郎
加藤正美
川喜田さだ子
川北秀洋
川原政子
川村米子
国見川なみ子
桑原 篤
小林美代子
小柳八洲子
近藤芳江

定永陽子
佐藤晴衣
佐藤元教
佐野しま子
澤井順子
沢井敏美
沢井春雄
白石初美
白木八十一
鈴木日出生
鈴木富士代
武田節子
田中喜三子
田中美枝子
谷口正江
辻井豊子
辻井良和
道家志真子
豊田キヨ子
豊留和子
豊留正利
中川一春
中川伸子
中川美代子
中川隆仁
中平恵美子
中村文男
贄真理子
西形恒子
萩森繁樹
萩森美知子
橋詰圭一
服部つま
服部晴江
服部義明
林 和代

原 信子
樋口 勇
樋口 出
樋口和子
樋口公允
樋口みえ子
堀津幸子
本堂たき子
前田和子
松下加代子
松田二郎
松田房子
松村美津代
道脇春子
三林保子
宮﨑倉義
宮﨑ヨシ子
宮下久美子
森田一善
矢板橋充子
安田國枝
藪内浩子
山中加代子
山野孝治
横尾キミ
渡辺トミ
花めぐる会
８月年金宣伝
本田講演募金
昨年の残金
以上組合員
98 名
89,237 円

(12/21現在)

１
４
０
人
よ
く
分
か
っ
た

鈴
鹿
社
保
協
・た
ん
ぽ
ぽ
共
催
本
田
宏
講
演
会

実
行
委
副
委
員
長

2016年12月16日付け「朝日新聞」より

政府は、来年度予算で社会保障費の自
然増を 1400 億円を削り、来年度から順次
実施される医療と介護保険の改悪方針を
決めました。医療の、自己負担の上限の
段階的引き上げ、後期高齢者保険の軽減
の縮小、介護の、利用料の自己負担上限
アップ、現役並み所得者の自己負担２割
→３割に引き上げます。

右

講
演
す
る
本
田

宏
さ
ん

左

バ
イ
オ
リ
ン
演
奏
北
川
千
代
子
さ
ん

写
真
提
供

勝
谷

鐵
幸

（敬称 略）

医療・介護高齢者負担増



今
日
は
４
名
で
し
た
。

あ
る
人
は
、
カ
ラ
オ
ケ
の
演
奏

に
つ
い
て
学
び
、
あ
る
人
は
「
筆

ま
め
」
で
年
賀
状
の
作
成
を
し
、

あ
る
人
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
つ

い
て
の
と
り
く
み
を
し
ま
し
た
。

例
会
は
、
毎
月
第
１
、
第
３
水

曜
日
、
13
時
か
ら
15
時
頃
ま
で
、

白
子
コ
ミ
セ
ン
で
行
い
ま
す
。

１
月
は
４
日
と
18
日
で
す
。

（
樋
口

公
允

記
）

（
12
／
７
実
施
）

12
月
13
日
、
「
史
跡
巡
り
を
楽

し
む
会
」
の
初
会
合
を
開
き
ま
し

た
。

当
日
は

7
名
の
参
加
、
自
己
紹
介

を
兼
ね
、
皆
さ
ん
の
思
い
を
出
し

合
い
ま
し
た
。

そ
し
て
以
下
の
こ
と
を
決
定
。

イ
、
会
の
正
式
名
称
は
「
史
跡
め

ぐ
り
の
会
」

ロ
、
毎
月
第
３
水
曜
日
（
午
後
１

時
30
分
～
）
に
会
合
、
次
回

は
１
月
18
日
（
水
）
、
ジ
ェ

フ
リ
ー
す
ず
か
に
て

ハ
、
第
１
回
行
事
は
１
月
31
日

（
火
）
関
の
町
並
み
散
策

（
谷
口

茂

記
）

温
泉
め
ぐ
る
会

サ
ー
ク
ル
短
信

パ
ソ
コ
ン
教
室

（４）第２３８号 き ら ら ２０１６．１２．２１

夜
中
ま
で
の
雨
も
あ
が
り
、
暖

か
く
な
っ
た

12
月

14
日
に
男
５

名
女
８
名
の
13
名
で
、
４
ゲ
ー
ム

を
行
い
ま
し
た
。

優
勝
は
４
ゲ
ー
ム
ト
ー
タ
ル
73

で
豊
留
正
利
さ
ん
で
し
た
。
ブ
ー

ビ
ー
賞
は
道
脇
春
子
さ
ん
、
ホ
ー

ル
イ
ン
ワ
ン
は
、
豊
留
正
利
さ
ん

が
３
回
、
白
石
初
美
さ
ん
と
鈴
木

日
出
生
さ
ん
、
松
田
房
子
さ
ん
が

各
２
回
、
桑
原
篤
さ
ん
と
谷
口
正

江
さ
ん
、
松
田
二
郎
が
各
１
回
の

計
12
回
で
し
た
。

次
回
は
１
月
18
日
（
水
）
午
前

９
時
か
ら
、
雨
天
時
は
１
月
20
日

（
金
）
で
す
。
場
所
は
フ
ラ
ワ
ー

パ
ー
ク
で
す
。

（
松
田

二
郎

記
）

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ

優
勝
は
豊
留
正
利
さ
ん

15
時
30
分
、
白
子
コ
ミ
セ
ン
。

※
持
ち
物
…
タ
オ
ル
、
お
茶
、
上

靴
※
少
し
で
も
興
味
の
あ
る
方
、
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
待
っ
て

お
り
ま
す
。（

桑
原

篤

記
）

12
月

14
日
（
水
）
第

28
回
卓

球
サ
ー
ク
ル
を
実
施
し
ま
し
た
。

６
人
の
参
加
で
し
た
。

二
人
ず
つ
組
を
つ
く
り
、
フ
ォ

ア
と
バ
ッ
ク
の
練
習
を
し
ま
し
た
。

ラ
リ
ー
が
１
０
０
回
続
く
よ
う
に

集
中
し
て
練
習
し
ま
し
た
。
そ
の

後
、
気
分
転
換
も
か
ね
て
左
打
ち

の
練
習
も
し
ま
し
た
。
最
初
は
違

和
感
が
あ
り
ま
し
た
が
、
や
っ
て

い
る
と
何
と
か
打
て
る
よ
う
に
な

る
も
ん
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
時
々

や
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

最
後
は
、
ダ
ブ
ル
ス
の
試
合
で

す
。
二
人
が
協
力
し
合
う
ダ
ブ
ル

ス
は
と
て
も
楽
し
い
で
す
ね
。

１
月
の
案
内

１
月

19
日
（
木
）
13
時

30
分
～

一
泊
二
日
の
忘
年
登
山

（
参
加
者
11
名
）

第
一
日
目

鈴
鹿
市
７
時
出
発
。

９
時
南
伊
勢
町
の
新
桑
竃
（
さ
ら

く
わ
か
ま
）
に
到
着
。
快
晴
の
中
、

9
時

10
分
登
山
口
を
出
発
、
10
時

35
分
座
佐
の
高
（
４
２
９
ｍ
）
頂

上
に
到
着
。
小
休
止
後
、
尾
根
道

卓
球
を
楽
し
も
う

史
跡
め
ぐ
り
の
会

最
終
回
は
１
月
に
延
期

12
月
22
日
の
「
や
ぶ
っ
ち
ゃ
の

湯
」
行
き
は
、
辻
井
の
体
調
が
戻

る
の
を
待
っ
て
実
施
し
ま
す
。

そ
の
時
に
は
、
申
し
込
ま
れ
た

26
人
の
方
に
は
ご
連
絡
致
し
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
辻
井

良
和

記
）

第
１
回
は
関
の
町
並
み
散
策

【
問
題
】
熟
語
・
慣
用
句
・
こ
と
わ
ざ
を
読
み
、
□
に
言
葉
を
入
れ
て

く
だ
さ
い
。

（
地
名
）
角
館
（
秋
田
県
）
指
宿
（
鹿
児
島
県
）
美
作
（
岡
山
県
）
新

発
田
（
新
潟
県
）
潮
来
（
茨
城
県
）
西
表
島
（
沖
縄
県
）
□
□
（
お
ん

こ
う
）
な
人
柄

免
許
の
□
□
（
こ
う
し
ん
）

□
□
（
め
ん
み
つ
）

な
調
査
（
こ
と
わ
ざ
）
宵
□
し
の
□
は
持
た
ぬ
の
ど
元
□
ぎ
れ
ば
□
さ

を
□
れ
る

窮
す
れ
ば
□
ず

【
答
え
】
か
く
の
だ
て

い
ぶ
す
き

み
ま
さ
か

し
ば
た

い
た
こ

い
り
お
も
て
じ
ま

温
厚

更
新

綿
密

越

金

過

熱

忘

通

（
太
田

和
美

記
）

さ

頭
の

店

参
考
資
料
「
熟
語
、
こ
と
わ
ざ
思
い

出
し
テ
ス
ト
」
（
コ
ス
モ
21
発
行
）

《
漢
字
熟
語
・
慣
用
句
・
こ
と
わ
ざ
等
の
ド
リ
ル
》

山
歩
会

12
月
例
会

座
佐
の
高

笠
木
山

を
歩
き
12
時
に
姫
越
山
（
５
０
３

ｍ
）
頂
上
に
到
着
。

頂
上
か
ら
の
芦
浜
と
古
和
浦
の

眺
望
は
絵
葉
書
の
様
で
し
た
。

昼
食
後
12
時
45
分
下
山
開
始
、

14
時
30
分
駐
車
地
に
到
着
。
本
日

は
錦
の
民
宿
に
宿
泊
し
、
海
の
幸

を
堪
能
し
、
カ
ラ
オ
ケ
で
盛
り
上

が
り
、
今
年
を
締
め
く
く
る
楽
し

い
集
い
と
な
り
ま
し
た
。

第
二
日
目
、
笠
木
山
（
７
２
６

ｍ
）
。
曇
り
空
の
中
、
大
内
山
の

も
み
じ
谷
８
時
30
分
出
発
。
紅
葉

が
少
し
残
る
山
々
と
雄
滝
、
雌
滝

を
見
て
山
頂
を
目
指
す
。
10
時
45

分
笠
木
山
頂
上
到
着
。
11
時
30
分

ザ
ラ
谷
分
岐
よ
り
下
山
。
13
時
20

分
駐
車
地
に
無
事
到
着
。
雨
に
も

降
ら
れ
ず
16
時
鈴
鹿
に
帰
着
し
ま

し
た
。

１
月
例
会
の
ご
案
内

伊
勢
市
、
朝
熊
山
（
５
５
５
ｍ
）

難
度
★

脚
力
★

１
月
８
日
（
日
）
歩
行
時
間
約

６
時
間

集
合
時
刻
午
前
７
時

集
合
場
所
文
化
会
館
第
三
駐
車
場

出
欠
連
絡
先

岡
本
美
千
子
、
前

田
純
（
12
月
31
日
ま
で
に
連
絡
の

こ
と
）

（
前
田

純

記
）



次
回
は
１
月
19
日
（
木
）
ジ
ェ

フ
リ
ー
１
Ｂ
で
午
後
１
時
30
分
か

ら
行
い
ま
す
。
皆
さ
ん
お
越
し
く

だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

（
中
川

信
子

記
）

12
月
14
日
、
11
名
が
参
加
し
ま

し
た
。
「
方
言
ラ
ジ
オ
体
操
・
茨

城
版
」
で
は
、
体
操
し
な
が
ら
、

た
く
さ
ん
の
笑
い
が
あ
り
、
あ
っ

と
い
う
間
に
楽
し
い
時
間
が
過
ぎ

て
い
き
ま
し
た
。
ま
た
、
う
れ
し

い
ニ
ュ
ー
ス
と
し
て
、
リ
ー
ダ
ー

が
12
月
に
１
人
増
え
、
支
部
で
、

有
資
格
者
が
５
人
に
な
っ
た
こ
と

を
報
告
し
ま
す
。

次
回
は
、
１
月
11
日
（
水
）
10

時
～
12
時
、
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

２
階
大
広
間
で
す
。
ご
参
加
下
さ

い
。

（
田
中

美
代
子

記
）

12
月
の
例
会
は
、
６
人
の
出
席

で
し
た
。
今
回
は
、
「
か
な
ひ
ろ

い
テ
ス
ト
」
を
し
ま
し
た
。
内
容

は
、
全
文
ひ
ら
が
な
で
書
か
れ
た

文
章
の
意
味
を
考
え
な
が
ら
同
時

に
「
あ
、
い
、
う
、
え
、
お
」
を

拾
い
上
げ
て
、
制
限
時
間
（
２
分
）

に
い
く
つ
○
を
付
け
ら
れ
る
か
を

見
る
テ
ス
ト
で
す
。
結
果
は
各
々

が
30
、
45
、
50
‥
‥
、
い
ろ
い
ろ

美味しくできました 写真提供 中川 信子

（５） 第２３８号 き ら ら ２０１６.１２．２１

12
月
14
日
（
水
）
に
９
名
が
参

加
し
て
、
新
年
会
の
選
曲
を
し
ま

し
た
。

今
回
は
12
月
16
日
（
金
）
ジ
ェ

フ
リ
ー
食
の
工
房
に
て
、
辻
井
豊

子
さ
ん
の
指
導
で
「
て
こ
ね
寿
司
」

と
お
せ
ち
料
理
の
一
品
「
た
つ
く

り
の
飴
炊
き
」
を
作
り
ま
し
た
。

大
勢
集
ま
っ
て
い
た
だ
い
て
定
員

オ
ー
バ
ー
で
し
た
が
、
み
ん
な
で

ワ
イ
ワ
イ
ガ
ヤ
ガ
ヤ
楽
し
い
料
理

教
室
と
な
り
ま
し
た
。

計
量
カ
ッ
プ
や
秤
な
ど
必
要
な

し
。
味
付
け
は
す
べ
て
メ
ッ
ソ
。

そ
れ
で
も
指
導
者
の
長
年
の
経
験

と
勘
？
で
仕
上
が
り
は
上
々
。
大

変
美
味
し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

音
読
の
会

女
性
部
サ
ー
ク
ル

お
し
ゃ
べ
り
カ
フ
ェ

み
ん
な
で
唄
う
会

ス
ク
エ
ア
ス
テ
ッ
プ

ち ょ っ と 勉 強

年金カット法強行採決

「
き
ら
ら
」
前
号
、
辻
井
さ
ん
の
記
事
の

「
年
金
カ
ッ
ト
法
」
が
成
立
し
ま
し
た
。
年

金
が
引
き
続
き
減
額
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

現
役
世
代
の
賃
金
が
下
が
れ
ば
、
物
価
が

上
が
っ
て
も
、
年
金
額
を
下
げ
る
仕
組
み
で

す
。
（
マ
イ
ナ
ス
賃
金
ス
ラ
イ
ド

２
０
２

１
年
度
か
ら
）

も
う
一
つ
の
年
金
カ
ッ
ト
は
、
支
給
額
が

増
え
た
と
き
に
、
上
げ
幅
を
１
％
程
度
カ
ッ

ト
す
る
「
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
」
の
強
化

で
す
。
そ
れ
が
適
用
で
き
な
か
っ
た
と
き
に
、

そ
の
引
き
下
げ
分
を
を
持
ち
越
し
て
、
賃
金
・

物
価
が
上
が
っ
た
と
き
に
、
積
み
残
し
分
を

含
め
て
支
給
額
を
引
き
下
げ
ま
す
。
（
キ
ャ

リ
ー
オ
ー
バ
ー
制

２
０
１
８
年
度
か
ら
）

（
２
０
１
６
年

12
月

16
日
付
け
「
朝
日
新
聞
」
よ
り
）

（
勝
谷

鐵
幸

記
）

１
月
は
、
11
日
（
水
）
13
時
30

分
か
ら

15
時

30
分
、
社
会
福
祉

セ
ン
タ
ー
２
階
大
広
間
で
す
。

（
澤
井

順
子

記
）

２０１７年 新年会
２０１７年２月８日（水）

10 時～ 15 時

社会福祉センター ２階 大広間

プログラム

10:00 開会 挨拶

10:30 歌・踊り・ギター演奏・

手遊び･歌遊び･

12:00 昼食

13:00 ゲーム（ｷｬｯﾌﾟｶｰﾘﾝｸﾞ）

カラオケ（10 組 ２番）

ビンゴゲーム

15:00 閉会

※ 飲酒は各自で（運転は厳禁）

※ バザー・景品あります。

※ 会費５００円（当日受け付けで）

※ 申し込み きらら配布の方

皆さんご参加ください。

で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
正
解

は

60
で
し
た
。
な
か
な
か
難
し

く
、
又
お
も
し
ろ
か
っ
た
で
す
。

後
半
は
、
人
数
も
少
な
か
っ

た
の
で
、
今
年
一
年
の
事
、
近

頃
考
え
て
い
る
事
等
を
話
し
合

い
ま
し
た
。

次
回
は
、
１
月
５
日
（
木
）

九
時

30
分
、
ジ
ェ
フ
リ
ー
す
ず

か
研
修
室
１
Ａ
で
す
。
サ
ー
ク

ル
終
了
後
、
新
年
な
の
で
簡
単

な
食
事
会
を
し
ま
す
。

（
太
田

和
美

記
）
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き
ら
ら
文
芸

辻
井
豊
子

夢
の
な
か
海
や
ま
駆
け
て
元
気
び
と
介
護
認
定
要
支
援
に
て

紅
葉
狩
り
今
年
も
テ
レ
ビ
箱
の
中
さ
く
ら
は
往
き
て
顔
埋
め
た
し

俳
句

北
風
に
も
て
遊
ば
れ
し
落
葉
か
な

川
村
米
子

宮
参
り
傘
に
ひ
と
ひ
ら
も
み
じ
の
葉

忌
中
葉
書
ぞ
く
ぞ
く
と
来
て
年
つ
ま
る

東
口
正
男

今
年
ま
た
飴
を
配
り
て
十
夜
婆

冬
晴
や
露
天
に
つ
か
り
朝
の
湯
気

三
林
保
子

紅
葉
坂
リ
ュ
ッ
ク
小
躍
り
自
転
車
で

川
柳

年
金
は
行
く
年
来
る
年
下
げ
続
け

余
志
嘉
壽

病
ん
で
知
る
痛
み
苦
し
み
預
金
残

わ

た

し

と

憲

法
岡
本

孝
夫

安
保
関
連
法
制
に
よ
り
、
自
衛

隊
の
活
動
領
域
と
内
容
が
拡
大
さ

れ
、
世
界
の
紛
争
や
テ
ロ
が
、
遠

い
国
の
出
来
ご
と
で
は
な
く
、
身

近
に
迫
っ
て
く
る
よ
う
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。

鹿
児
島
県
の
特
攻
基
地
と
し
て

は
知
覧
が
有
名
で
す
が､

同
県

に
あ
る
自
衛
隊
の
「
鹿
屋
基
地
」

へ
仕
事
で
行
っ
た
時
に
、
基
地
内

に
あ
る
、
特
攻
隊
に
関
す
る
資
料

が
展
示
さ
れ
た
記
念
館
を
訪
れ
る

機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
飾
ら
れ
た

沢
山
の
遺
影
を
見
て
、
ま
だ
幼
さ

が
残
る
こ
の
青
年
た
ち
が
此
処
か

ら
出
撃
し
て
い
っ
た
の
だ
と
思
う

と
、
改
め
て
戦
争
の
残
酷
さ
を
思

い
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。

戦
後
70
年
間
、
一
度
も
戦
争
を

し
て
こ
な
か
っ
た
私
達
の
国
が
、

そ
の
「
か
た
ち
」
や
「
あ
り
よ
う
」

を
大
き
く
変
え
さ
せ
ら
れ
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。

私
に
も
２
人
の
男
の
孫
が
い
ま

す
。
こ
の
孫
が
戦
争
に
巻
き
込
ま

れ
る
こ
と
の
な
い
世
界
を
望
み
た

い
。
そ
の
た
め
に
行
動
し
て
い
く

つ
も
り
で
す
。

お
元
気
で
す
か
組
合
員
訪
問
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

第
137
回

川
戸

幸
一
さ
ん

亀
山
の
「
白
鳥
の
湯
」
近
く

の
、
リ
ホ
ー
ム
し
て
バ
リ
ヤ
フ

リ
ー
に
さ
れ
た
お
宅
に
伺
い
ま

し
た
。
特
に
ト
イ
レ
は
、
車
椅
子

で
使
え
る
、
広
く
き
れ
い
で
、
川

戸
さ
ん
が
作
ら
れ
た
も
の
で
し
た
。

野
登
山
の
麓
、
両
親
は
戦
争
中

ま
で
京
都
に
い
ま
し
た
が
、
敗
戦

間
近
父
の
実
家
で
あ
る
辺
法
寺
で

生
ま
れ
、
５
歳
か
ら
現
在
地
に
住

み
、
市
内
の
小
中
を
経
て
、
四
日

市
工
業
高
校
電
気
科
を
卒
業
し
ま

し
た
。
そ
の
後
、
シ
ャ
ッ
タ
ー
メ
ー

カ
ー
の
津
営
業
所
に
勤
め
、
バ
ブ

ル
が
は
じ
け
た
53
歳
に
リ
ス
ト
ラ

で
辞
め
て
、
シ
ャ
ッ
タ
ー
工
事
の

会
社
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
奥
さ

ん
が
経
理
事
務
を
担
当
し
、
62
歳

ま
で
が
ん
ば
り
ま
し
た
。

幸
一
さ
ん
の
姉
さ
ん
の
紹
介
で

結
婚
し
、
今
は
独
立
し
て
い
る
一

男
一
女
を
授
か
り
、
お
二
人
暮
ら

し
で
す
。
そ
の
後
は
、
仕
事
し
な

が
ら
趣
味
を
楽
し
ん
で
き
ま
し
た
。

趣
味
は
、
テ
ニ
ス
を
、
テ
ニ
ス

ス
ク
ー
ル
に
通
い
、
少
し
上
手
に

な
っ
た
後
テ
ニ
ス
グ
ル
ー
プ
に
誘
っ

て
い
た
だ
き
、
そ
こ
で
、
伊
藤
さ

ん
と
知
り
合
い
、
年
金
者
組
合
に

入
り
、
山
歩
会
の
皆
さ
ん
と
山
登

り
を
楽
し
み
ま
し
た
。
し
か
し
、

２
年
前
に
手
術
を
し
て
か
ら
は
、

テ
ニ
ス
も
山
も
で
き
な
い
で
い
ま

す
。高

校
時
代
か
ら
、
政
治
や
社
会

問
題
に
関
心
を
持
ち
、
今
は
、
放

射
線
治
療
を
受
け
た
こ
と
で
、
原

発
や
放
射
線
の
勉
強
を
し
て
、
そ

の
怖
さ
に
関
心
を
持
っ
て
い
ま
す
。

最
後
に
、
「
年
金
問
題
で
も
、

高
齢
者
が
年
金
を
多
く
持
っ
て
行

短
歌

く
か
ら
、
年
金
者
に
対
し
不
満
を

持
っ
て
い
る
若
者
は
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。
高
齢
者
か
ら
み
れ
ば
全

く
違
い
ま
す
が
、
今
、
年
金
制
度

の
不
公
平
と
若
者
の
社
会
問
題
を

同
一
視
し
て
、
高
齢
者
も
若
者
も

充
実
し
た
社
会
に
し
な
け
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
。
山
の
人
達
が
待
っ

て
い
て
く
れ
ま
す
。
元
気
に
な
っ

た
ら
山
へ
行
き
た
い
。
」
と
、
力

を
こ
め
て
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

文
・
写
真

勝
谷

鐵
幸
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近
く
の
人
に
助
け

求
め
て

堀
津

幸
子

無
我
夢
中
で
過
ご
し
て
き

た
八
十
年
で
し
た
ね
。
こ
れ

か
ら
の
人
生
を
い
か
に
暮
ら

す
か
、
今
考
え
る
と
き
に
来

て
い
ま
す
。

最
近
悲
し
い
こ
と
が
多
す

ぎ
ま
す
。
友
人
同
士
が
口
喧

嘩
し
て
い
て
も
何
も
助
け
て

や
れ
な
い
し
、
身
近
な
六
十

歳
の
方
が
認
知
症
に
な
り
、

私
に
助
け
を
求
め
て
き
ま
す

が
、
私
も
高
齢
の
た
め
十
分

に
し
て
や
れ
な
い
悲
し
さ
で

困
っ
て
い
ま
す
。

私
は
社
協
か
ら
「
ご
近
所

の
見
守
り
さ
ん
」
を
頼
ま
れ

て
い
ま
す
が
な
か
な
か
大
変

で
す
。
一
人
で
考
え
な
い
で
、

近
く
の
人
に
助
け
を
求
め
る

よ
う
に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

先
日
女
性
部
の
望
年
会
に

出
席
さ
せ
て
頂
き
、
楽
し
い

一
日
で
し
た
。
皆
さ
ん
の
パ

ワ
ー
に
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

私
も
こ
れ
か
ら
は
、
い
ろ
い

ろ
な
行
事
に
参
加
さ
せ
て
頂

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

「
み
ん
な
で
歌
お
う
」
良
い

で
す
ね
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

手
術
後
の
身
で
兄
の
死

大
野

尚
美

一
年
を
振
り
返
り
い
ろ
ん
な
事
が
あ

り
ま
し
た
。
両
膝
の
手
術
の
あ
と
の
日

も
浅
か
っ
た
こ
ろ
、
寒
さ
の
た
め
座
骨

神
経
痛
に
な
り
自
分
の
体
も
ま
ま
な
ら

ぬ
と
き
兄
が
入
院
し
、
そ
し
て
亡
く
な

り
ま
し
た
。
５
月
に
主
人
が
脊
柱
管
狭

窄
症
の
手
術
。
兄
の
住
ん
で
い
た
実
家

の
あ
と
の
整
理
と
、
娘
が
住
む
た
め
の

リ
フ
ォ
ー
ム
。
本
当
に
大
変
で
し
た
。

毎
日
の
よ
う
に

粗
大
ゴ
ミ
と
の
戦

い
。
重
い
物
は
私

の
役
目
、
同
時
進

行
で
リ
フ
ォ
ー
ム
、

遺
産
の
手
続
き
。
兄
弟
へ
の
手
続
き
は

難
し
く
何
度
か
裁
判
所
へ
出
向
き
ま
し

た
。ど

う
に
か
10
月
に
引
っ
越
し
と
な
っ

た
娘
の
と
こ
ろ
で
は
、
孫
が
一
歳
半
の

子
ど
も
を
連
れ
て
二
人
目
を
出
産
の
た

め
千
葉
か
ら
里
帰
り
し
、
病
気
を
抱
え

た
私
た
ち
二
人
は
思
う
よ
う
に
手
助
け

で
き
ず
、
い
ろ
い
ろ
の
無
理
が
た
た
り

脊
柱
管
狭
窄
症
に
な
り

病
院
通
い
で
す
。

新
し
い
年
を
迎
え
れ
ば
、
ど
う
に
か

五
体
満
足
で
自
分
の
こ
と
が
出
来
、
穏

や
か
な
老
後
に
な
れ
ば
と
願
う
ば
か
り

で
す
。

幸
せ
が
来
る
と
信
じ
、
前
向
き
に
新

し
い
年
に
向
か
っ
て
頑
張
っ
て
行
き
ま

す
。
皆
様
も
佳
き
年
を
迎
え
て
下
さ
い
。

ひ
と
区
切
り
の
一
年

道
家

志
真
子

２
０
１
６
年
は
、
義
父
を
看
取
り
、
実

家
の
片
付
け
処
分
と
区
切
り
の
一
年
で

し
た
。
そ
の
中
で
思
っ
た
の
は
、
物
を

整
理
す
る
こ
と
で
す
。

年
を
と
っ
て
か
ら
は
絶
対
捨
て
ら
れ

な
い
。
だ
か
ら
２
０
１
７
年
に
必
要
性

の
低
い
物
は
処
分
し
、
す
っ
き
り
し
た

生
活
を
目
ざ
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
あ

と
は
、
八
十
三
歳
の
母
を
見
守
る
の
が

私
の
仕
事
。
そ
れ
か
ら
一
歳
の
孫
の
成

長
も
楽
し
み
で
す
。

先
日
、
娘
と
孫
が
同
時
に
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
に
か
か
り
、
愛
知
ま
で
看
護
に

行
き
ま
し
た
。
救
世
主
と
感
謝
さ
れ
ま

し
た
。
人
の
役
に
立
つ
の
は
嬉
し
い
こ

と
で
す
。

小
さ
な
喜
び
を
大
事
に
、
自
分
に
出

来
る
こ
と
を
し
な
が
ら
、
静
か
な
生
活

を
送
り
た
い
で
す
。

運
転
免
許
返
上
で

す

榎
本

悦
子

今
年
も
残
り
わ
ず
か
と
な

り
ま
し
た
。
色
々
な
こ
と
が

沢
山
あ
り
ま
し
た
。
特
に
自

分
自
身
が
気
に
な
っ
た
こ
と

は
、
高
齢
者
の
交
通
事
故
が

気
に
な
り
ま
し
た
。
自
分
も

十
二
月
で
六
十
九
歳
と
な
り
、

つ
い
最
近
眼
科
に
行
き
先
生

か
ら
次
の
免
許
の
更
新
は
無

理
で
す
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

大
変
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
ま

し
た
が
、
相
手
の
こ
と
を
考

え
る
と
や
は
り
免
許
を
お
返

し
す
る
事
が
一
番
か
な
と
思

い
ま
す
。

私
は
今
、
希
望
の
里
タ
ン

ポ
ポ
の
第
２
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

に
週
２
回
お
世
話
に
な
っ
て

い
ま
す
。

来
年
も
自
分
自

身
病
気
な
ど
に
負
け
ず
、
明

る
く
笑
顔
で
何
事
に
も
前
向

き
に
行
こ
う
と
思
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
年
金
者
組
合
の

皆
様
に
は
色
々
と
お
世
話
に

な
る
こ
と
事
も
多
い
と
思
い

ま
す
が
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

主
人
と
二
人
三
脚

樋
口
み
え
子

今
年
も
残
り
わ
ず
か
、
私

の
嬉
し
か
っ
た
こ
と
を
書
い

て
み
ま
す
。

亡
き
母
が
作
っ
て
く
れ
た
、

タ
ン
ス
の
底
に
眠
っ
て
い
た

主
人
の
47
年
前
の
着
物
を
、

榎
本
浩
さ
ん
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
着
て
く
れ
て
、
母
の
こ

と
を
思
い
出
さ
せ
て
く
れ
ま

し
た
。

年
金
者
組
合
の
う
た
う
会

の
サ
ー
ク
ル
で
、
名
松
線
に

乗
っ
て
の
一
泊
旅
行
と
て
も

楽
し
く
、
お
世
話
し
て
下
さ
っ

た
方
に
は
本
当
に
感
謝
で
す
。

嬉
し
か
っ
た
こ
と
は
、
女

性
部
の
望
年
会
に
、
い
つ
も

の
５
人
で
参
加
で
き
た
こ
と

!

主
人
が
、
年
金
者
組
合

の
高
齢
者
の
方
の
、
風
呂
場

の
手
す
り
、
動
か
ぬ
ド
ア
の

修
理
な
ど
「
助
か
っ
た
ワ
」

と
笑
顔
で
喜
ん
で
く
れ
た
こ

と
。主

人
と
一
緒
に
年
金
者
組

合
の
行
事
な
ど
に
参
加
し
、

元
気
に
暮
ら
し
て
行
け
た
ら

幸
い
で
す
。
今
後
と
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

写
真
は
、
12
月
5
日
の

女
性
部
「
望
年
会
」
で
、

う
た
う
会
サ
ー
ク
ル
の

皆
さ
ん
。
林
和
代
さ
ん

写
す
。
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Ａ（鶏もも肉（一口大に切る）１枚 塩小さ

じ1/3 こしょう適宜）オリーブオイル適宜 Ｂ（ニ

ンニクー粗みじんに切る）１片 レンコン（皮をむき、

いちょう切り）１節 Ｃ（水１カップ オイスターソー

ス大さじ２ ネギ（小口切り）適宜）

①Ａの鶏肉は、塩とこしょうをもみ込み、オ

リーブオイルをひいたフライパンに皮目から入れて、

じっくり焼く。

②Ｂのニンニク、レンコンを入れて、さっと炒めたら、

Ｃを加え、ふたをして煮る。

③煮汁がほぼなくなったら、ネギを混ぜて出来上がり。

材料

（矢板橋 充子）

作り方

支部日誌

11月25日(金)「きらら｣編集･発行･連絡会
26日(土)鈴鹿社保協･たんぽぽ本田宏講演会
29日(火)第６回仲間づくり推進委員会

12月１日(木)音読の会
３日(土)弁護士と話そうカフェ
３～４日(土・日)山歩会｢座佐の高・笠木山」
５日(月)女性部望年会
６日(火)６・９行動
７日(水)第８回組織部会(9:30～白子ｺﾐｾﾝ）

パソコン教室
８日(木)山歩会「入道岳」
９日(金)第8回執行委員会(13時30分～ｼﾞｪﾌﾘｰ)

第7回仲間づくり推進会議
10日(土)｢きらら｣編集会議
13日(火)支部提出請願審議地域福祉委傍聴

史跡巡りを楽しむ会(仮称)
14日(水)グランドゴルフ・卓球を楽しもう

スクエアステップ・みんなで唄う会
16日(金)年金支給日一斉宣伝デー

おしゃべりカフェ
21日(水)「きらら｣編集･発行･連絡会

パソコン教室
22日(木)温泉めぐる会 中止１月に延期

県社保協県との懇談
23日(金)白藤博行(専大教授）講演会

１月４日(水)パソコン教室
５日(木)音読の会
６日(金)６・９行動
７日(土)｢きらら｣編集会議
８日(日)山歩会「朝熊山」（伊勢市）
11日(水)第9回組織部会(9:30～白子ｺﾐｾﾝ）

スクエアステップ・みんなで唄う会
13日(金)第9回執行委員会(13時30分～ｼﾞｪﾌﾘｰ)
14日(土)中川正春＆岡歩美トーク
18日(水)グランドゴルフ・パソコン教室

史跡めぐりの会
19日(木)卓球を楽しもう・おしゃべりカフェ
22日(日)九条の会すずか講演会
23日(月)年金違憲裁判第5回口頭弁論
25日(水)「きらら｣編集･発行･連絡会

２月８日(水)2017新年会
28日(火)２月誕生会（12～２月生まれ）

《サークルへは乗る人も乗せる人も助け合いの心で気軽に乗り合わせて行きましょう。》
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サークル掲示板
サークル名 サークル連絡先 次回例会

パソコン教室 樋口 公允（℡ 387-3541） １月４・18日(水)13:00～白子コミセン

山歩会 前田 純（℡ 374-4596） １月８日(日)「朝熊山｣（５５５ｍ 伊勢市）

温泉めぐる会 辻井 良和（℡ 386-0529） 12月22日｢やぶっちゃの湯」は中止。１月に延期。

グランドゴルフ 松田 二郎（℡ 374-3134） １月18日(水)９:00～フラワーパーク(雨天１月20日)

卓球を楽しもう 桑原 篤（℡ 374-2894) １月19日(木)13:30～白子コミセン２Fホール

史跡めぐりの会 谷口 茂（℡090-6610-3773) １月18日(水)13時30分～ジェフリーすずか

花をめぐる会 林 和代（℡ 382-4003） １月は休み。

音読の会 太田 和美（℡ 383-4545） １月５日(木)9:30～ジェフリーすずか研修室１A

映画の会 辻井 豊子（℡ 386-0529） 随時。

おしゃべりカフェ 中川 信子（℡ 388-0427） １月19日(木)13時30分ジェフリーすずか研修室１B

スクエアステップ 宮﨑ヨシ子（℡ 378-7510) １月11日（水)10時～12時社会福祉センター

みんなで唄う会 澤井 順子（℡ 378-6021） １月11日（月)13時30分～15時30分社会福祉センター
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